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《ICRPの勧告について（事故に関する放射線量の目安）》
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（注）

（注）東京電力（株）福島第一原子力発電所の事故直後に政府は、半径 20
キロメートル圏内の住民に対して避難を指示し、さらに事故発生
から 1年の期間内に積算線量が 20ミリシーベルトに達する恐れの
ある区域に住む方々に対し別の場所への計画的避難を指示してい
る。｢食品流通管理｣では、規制値を超える放射性物質が検出された
食品が発見された場合には、その出荷や摂取の制限が行われた。
そして｢環境回復など｣では、今後、モニタリングの結果も踏まえて、
必要に応じて土壌の除染などの措置を取り、避難先からの帰還を
検討する見通しとなっている。
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